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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリプロピレン組成物の総量に基づいて計算した質量％で表して、
　（ｉ）３０～８０質量％のポリプロピレン、
　（ｉｉ）９１０ｋｇ／ｍ3と９３５ｋｇ／ｍ3の間の密度および８ｇ／１０分と８０ｇ／
１０分の間のメルトフローインデックス（ＭＦＩ）を有する２～２０質量％の分岐低密度
ポリエチレン、
　（ｉｉｉ）８４０ｋｇ／ｍ3と８９０ｋｇ／ｍ3の間の密度および０．１ｇ／１０分と１
００ｇ／１０分の間のメルトフローインデックス（ＭＦＩ）を有する、エチレンおよびＣ

3～Ｃ20αオレフィンの、１～２０質量％のコポリマー、および
　（ｉｖ）０．５～６０質量％の充填剤、
を有してなるポリプロピレン組成物。
【請求項２】
　前記分岐低密度ポリエチレンの量が５質量％と１５質量％の間にあることを特徴とする
請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記分岐低密度ポリエチレンの密度が９１５ｋｇ／ｍ3と９２５ｋｇ／ｍ3の間にあるこ
とを特徴とする請求項１または２記載の組成物。
【請求項４】
　前記エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンのコポリマーの量が１質量％と１８質量％の間
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であることを特徴とする請求項１から３いずれか１項記載の組成物。
【請求項５】
　前記エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンのコポリマーが、８６０ｋｇ／ｍ3と８８０ｋｇ
／ｍ3の間の密度を有することを特徴とする請求項１から４いずれか１項記載の組成物。
【請求項６】
　前記エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンのコポリマーのメルトフローインデックスが、
０．１ｇ／１０分と１０ｇ／１０分の間にあることを特徴とする請求項１から５いずれか
１項記載の組成物。
【請求項７】
　スリップ剤をさらに含むことを特徴とする請求項１から６いずれか１項記載の組成物。
【請求項８】
　前記充填剤の量が１～４５質量％であることを特徴とする請求項１から７いずれか１項
記載の組成物。
【請求項９】
　請求項１から８いずれか１項記載の組成物から製造された製品。
【請求項１０】
　請求項１から８いずれか１項記載の組成物から製造された自動車内装部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引っ掻き抵抗性が改善されたポリプロピレン組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非特許文献１においてウォルスケ(Wolsske)等によれば、例えば、ポリプロピレンなど
のＴＰＯ（熱可塑性オレフィン）の引っ掻き抵抗性の向上はまだ、注目度の高い自動車の
外装および内装部品へそれらの使用を拡張するための材料設計の盛んな目的である。ウォ
ルスケは、脂肪酸アミドベースの滑剤が引っ掻き抵抗性を向上させるのに効果的であるこ
とを教示している。
【非特許文献１】"Effect of composition on the scratch resistance of filled TPO's
" (SPE; TPO conference; year 2001; pages 225-230)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、他の所望の性質と組み合わせて改善された引っ掻き抵抗性を有するポ
リプロピレン組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、ポリプロピレン組成物が、ポリプロピレン組成物の総量に基づいて計算した
質量％で表して、
　（ｉ）３０～８０質量％のポリプロピレン（ＰＰ）、
　（ｉｉ）９１０ｋｇ／ｍ3と９３５ｋｇ／ｍ3の間の密度および８ｇ／１０分と８０ｇ／
１０分の間のメルトフローインデックス（ＭＦＩ）を有する２～２０質量％の長鎖分岐低
密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、
　（ｉｉｉ）８４０ｋｇ／ｍ3と８９０ｋｇ／ｍ3の間の密度および０．１ｇ／１０分と１
００ｇ／１０分の間のメルトフローインデックス（ＭＦＩ）を有する、エチレンおよびＣ

3～Ｃ20αオレフィンの、１～２０質量％のコポリマー、および
　（ｉｖ）０．５～６０質量％の充填剤、
を有してなることにより特徴付けられる。
【０００５】
　ポリプロピレン組成物中に、特定の分岐低密度ポリエチレンおよびエチレンとＣ3～Ｃ2
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0αオレフィンとの特定のコポリマーの特定の組合せの存在により、引っ掻き抵抗性が向
上する。
【０００６】
　さらに、このポリプロピレン組成物は、例えば、耐衝撃性、破断点伸び、モジュラスお
よび寸法安定性などの性質の優れた組合せを有している。
【０００７】
　本発明による組成物のさらに別の重要な利点は、この組成物が、高い射出速度で射出成
形できる一方で、そのように得られた成形部品が、縞や模様の形態の表面欠陥を示さない
（または少なくとも大幅に減少した程度でしか示さない）ことである。
【０００８】
　本発明による組成物中のポリプロピレンは、ホモポリマーであってもコポリマーであっ
てもよく、特に、全種類の反応体コポリマー、例えば、ブロックコポリマー（ホモポリマ
ーおよびゴム、例えば、ＥＰＲゴムのブレンド）を用いてもよい。多くの種類のポリプロ
ピレンが市販されており、それらは、よく知られた方法であって、例えば、従来のチーグ
ラー・ナッタ触媒並びにシングルサイト触媒、例えば、メタロセン触媒を用いた従来技術
に広く記載された方法により容易に調製できる。もちろん、異なる種類のポリプロピレン
の混合物を使用しても差し支えない。
【０００９】
　ポリプロピレンのＭＦＩ（２．１６ｋｇの重りを用いた、２３０℃の温度でのＩＳＯ　
１１３３にしたがって測定した）は、幅広い範囲、例えば、０．１ｇ／１０分の下限と１
００ｇ／１０分の上限の間に及んでよい。下限が１０ｇ／１０分であることが好ましく、
下限が２０ｇ／１０分であることがより好ましい。
【００１０】
　一般に、ポリプロピレンホモポリマーはイソタクチック構造を有する。これは、イソタ
クチックの規則性が高い、例えば、９５％より高い、好ましくは９８％より高いことを意
味する。
【００１１】
　本発明の別の好ましい実施の形態によれば、ポリプロピレンは、プロピレンと、ポリプ
ロピレン以外のオレフィンとのコポリマーである。プロピレン以外のオレフィンは、例え
ば、αオレフィン、特に、例えば、環構造に二重結合を有する、必要に応じて複数の環を
含有する２または４～２０Ｃ原子または環状オレフィンを持つ１－アルケンであってよい
。適切なオレフィンの例としては、エチレン、ブテン、ヘキセン、スチレン、シクロペン
テンおよび／またはノルボルナジエンが挙げられる。
【００１２】
　αオレフィンが２または４～８Ｃ原子を有する１－アルケンであることが好ましい。
【００１３】
　αオレフィンがエチレンであることがより好ましい。
【００１４】
　本発明のさらに好ましい実施の形態によれば、前記組成物は６０～８０質量％のポリプ
ロピレンを含む。
【００１５】
　耐衝撃性を増加させるために、ポリプロピレンはゴムを含んでもよい。ポリプロピレン
組成物は、例えば、１０～７０質量％、好ましくは３０～６５質量％のコモノマー含有量
で、例えば、０～３０質量％、好ましくは５～２０質量％の量でゴムを含んでもよい。
【００１６】
　そのゴムがエチレンプロピレンゴム（ＥＰＲゴム）であることが好ましい。ＥＰＲゴム
が、例えば、２０～７０質量％のエチレン含有量を有することが好ましく、５０～６５質
量％がより好ましい。
【００１７】
　ポリプロピレンが修飾ポリプロピレンも含有してもよい。適切な修飾ポリプロピレンの
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例は、例えば、不飽和有機化合物、例えば、カルボン酸、その無水物、エステル、または
塩、マレイン酸、フマル酸、（メタ）アクリル酸、イタコン酸または桂皮酸もしくはその
無水物、エステルまたは塩がグラフトされたポリプロピレンである。無水マレイン酸を使
用することが好ましい。修飾ポリプロピレンの量は、幅広い範囲で様々であってよい。経
済的な理由から、その量は通常、低く、例えば、ポリプロピレンの総量に基づいて計算し
て、１０質量％未満、好ましくは０～３質量％である。
【００１８】
　本発明による組成物は、２～２０質量％の長鎖分岐低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）を
含有する。
【００１９】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、前記組成物は５～１５質量％の長鎖分岐低密度
ポリエチレンを含有する。
【００２０】
　長鎖分岐とは、主鎖と同じ程度の重合度を持つ側鎖を有するポリマー分子の構造を表現
するものである。
【００２１】
　ポリエチレンの密度は、９１０ｋｇ／ｍ3と９３５ｋｇ／ｍ3の間に亘り、メルトフロー
インデックスは０．１０ｄｇ／分と１００ｄｇ／分、好ましくは８と８０ｇ／１０分（Ｍ
ＦＩは、２．１６ｋｇの重りを用いた、１９０℃の温度でのＩＳＯ　１１３３にしたがっ
て測定される）の間に亘る。
【００２２】
　ポリエチレンの密度は９１５ｋｇ／ｍ3と９３５ｋｇ／ｍ3の間に亘ることが好ましい。
【００２３】
　ポリエチレンのメルトフローインデックスは５０と７０ｇ／１０分の間に亘ることが好
ましい。
【００２４】
　本発明による組成物は、エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーを１～２０
質量％含む。
【００２５】
　エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーは、８４０と８９０ｋｇ／ｍ3の間の
密度を有する。
【００２６】
　エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーのＭＦＩは、０．１と１００ｇ／１
０分の間である（２．１６ｋｇの重りを用いた、１９０℃の温度でのＩＳＯ　１１３３に
したがって測定される）。
【００２７】
　エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーは、８６０と８８０ｋｇ／ｍ3の間の
密度を有することが好ましい。
【００２８】
　エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーのＭＦＩは、０．１と１０ｇ／１０
分の間であることが好ましい。
【００２９】
　本発明による組成物は、エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーの混合物を
含んでよい。
【００３０】
　本発明によるポリプロピレン組成物は、エチレンとＣ3～Ｃ20αオレフィンとのコポリ
マーを１～１８質量％含むことが好ましい。
【００３１】
　本発明のさらに好ましい実施の形態によれば、ポリプロピレン組成物は、エチレンとＣ

3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーを５～１５質量％含む。
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【００３２】
　適切な充填剤の例としては、タルク、ガラスビーズ、ガラス繊維、クレイ、マイカ、ウ
ォラストナイト、炭酸カルシウム、シリカ、カーボンブラックおよび／または酸化チタン
が挙げられる。本発明の好ましい実施の形態によれば、充填剤はタルク、ガラス繊維また
はカーボンブラックである。
【００３３】
　本発明によるポリプロピレン組成物中の充填剤の量は、０．５と６０質量％の間にある
。ポリプロピレンのホモポリマーおよび充填剤の混合物中または濃縮物（すなわち、通常
、さらに加工する前、例えば、成形前に他の組成物と混合される組成物）中には、通常、
４０質量％より多い量の充填剤が含まれる。
【００３４】
　例えば、ブロー成形、射出成形、押出成形、または押出圧縮成形により、製品へとさら
に加工するのに使用される組成物は、例えば、好ましくは１質量％より多い充填剤、特に
２質量％より多い充填剤、最も好ましくは５質量％より多い充填剤であって、４５質量％
未満の充填剤、特に３０質量％未満の充填剤、最も好ましくは２０質量％未満の充填剤を
含有する。
【００３５】
　本発明による組成物は、前記成分に加えて、スリップ剤を含むことが好ましい。使用す
べきスリップ剤の量は、幅広い範囲、例えば、０と３質量％の間に及んでよい。スリップ
剤の量は、ポリプロピレン組成物に基づいて計算して、０．１と１質量％の間に亘ること
が好ましい。
【００３６】
　適切なスリップ剤の例としては、脂肪酸アミドおよび／またはポリシロキサンが挙げら
れる。
【００３７】
　適切な脂肪酸アミドは、例えば、飽和および不飽和アミド、または飽和および不飽和ア
ルキレンビスアミドである。適切なアミドの例としては、パルミトアミド(palmitamide)
、ステアリルアラキデアミド(stearyl arachideamide)、ステアラミデオエチルステアラ
ミド(stearamideoethylstearamide)、ステアラミドエチルパルミトアミド(stearamidoeth
ylpalmitamide)、エルカミド、オレアミド、エルカミドエチルエルカミド、ステアラミド
エチルエルカミドおよび／またはオレオアミドエチルエルカミドが挙げられる。
【００３８】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、スリップ剤は脂肪酸アミドである。
【００３９】
　本発明による組成物は、必要に応じて、添加剤、例えば、核形成剤および清澄剤、安定
剤、離型剤(release agent)、充填剤、可塑剤、酸化防止剤、着色剤、耐着火剤、滑剤、
離型剤(mold releases)、流動改良剤(flow enhancer)および／または帯電防止剤を含有し
てもよい。これらの添加剤は、当該技術分野においてよく知られており、当業者は、それ
らが前記組成物の目的とする性質に悪影響を及ぼさないように添加剤の種類と量を選択す
るであろう。添加剤の量は、幅広い範囲、例えば、ポリプロピレン組成物に関して計算し
て、０から２０質量％まで、特に１と１０質量％の間で様々であってよい。
【００４０】
　本発明によるプロピレンコポリマー組成物は、例えば、自動車の外装と内装部品、特に
、バンパービーム、バンパーバンド、インストルメント・パネルおよびピラーなどの美的
（非塗装製品）部品、薄壁包装、キャップおよびクロージャ、バケツと容器、ケースと箱
、缶とボトル、電気製品のハウジング、家庭用品、玩具、マルチメディア包装、電気用途
、例えば、電気設備のハウジング、芝と庭の家具および建設用シートなどの幅広い製品に
適用できる成形品、フイルム、シートまたはパイプのブロー成形、射出成形または押出成
形に使用するのに適している。
【００４１】
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　本発明による組成物の調製は、任意の適切な混合工程にしたがって行ってもよい。その
ような工程は、当該技術分野においてよく知られており、例えば、個々の成分をドライブ
レンドし、その後、必要に応じて溶融混合し、その後、押出成形または直接射出成形する
ことなどが挙げられる。
【００４２】
　本発明を、以下の実施例により詳しく説明するが、それらには制限されるものではない
。
【実施例】
【００４３】
実施例Ｉ
　同方向回転二軸押出機内において２１０℃で表１による成分を配合することによって、
組成物を得た。次いで、その組成物をＩＳＯ　３７－２にしたがって、６５×６５×３．
２ｍｍのプレートに射出成形した。そのプレートから、適切な試料を機械で切り出した。
【００４４】
　試験結果が表１に示されている。使用した量は、全組成物に関して計算した質量％で表
されている。
【００４５】
比較例Ａ
　ＬＤＰＥをＨＤＰＥで置き換えたことを除いて、実施例Ｉを繰り返した。
【００４６】
　組成物と組成物の試験結果が表１に示されている。
【００４７】
　試験結果は、ポリプロピレン組成物中の分岐低密度ポリエチレン、およびエチレンとＣ

3～Ｃ20αオレフィンとのコポリマーの特定の組合せが引っ掻き抵抗を向上させることを
示している。
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【表１】

【００４８】
　引っ掻き抵抗性は、ＶＷテキスチャーＫ５９（ＶＷはフォルクスワーゲンを意味する）
を用いて、１０Ｎの荷重で、ＶＷ　ＰＶ３９５２引っ掻き法にしたがって測定した。
【００４９】
　引っ掻きの色を、引っ掻いていない表面に対して測定した。その色は、ＩＳＯ　７７２
４（１９８４）にしたがって測定した。得られた値ｄＬは、低ｄＬ値が高い引っ掻き抵抗
性に相当するので、引っ掻き抵抗性の尺度である。
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